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俳
句
紀
行
「晩
秋
成
都
」 

平
成
十
六
年
十
月
八
日
～
十
二
日 

  

十
月
八
日
（
金
） 

 

台
風
二
十
一
号
接
近
で
朝
か
ら
小
雨
が
降
る
。
九
州
・
四
国
は
こ

の
台
風
で
相
当
な
被
害
が
あ
っ
た
と
ニ
ュ
ー
ス
は
報
じ
て
い
た
。 

 

成
田
集
合
は
午
前
十
一
時
十
分
。
予
定
通
り
全
員
集
合
。
参
加
者

は 
 

棚
山
波
朗
、
柚
口 

満
、
武
田
禅
次
、
武
田
孝
子
、
中
島
八
起
、

飯
田
真
理
子
、
坪
井
研
冶
、
坪
井
陽
子
、
島
谷
高
水
、
真
木
朝
実
、

武
井
ま
ゆ
み
、
そ
れ
に
蟇
目
良
雨
の
十
二
名
。 

 

往
復
と
も
中
国
東
方
航
空
を
利
用
。
午
後
一
時
五
十
分
成
田
空
港

発
（M

U

５
２
４
）
午
後
三
時
五
十
分
上
海
浦
東
空
港
着
。 

 

翼
下
は
雲
海
ば
か
り
が
続
く
。
機
内
で
今
朝
乗
っ
た
リ
ム
ジ
ン
バ

ス
の 

PR

誌(via)

に
載
っ
て
い
た 

 
 
 

The  Autum
  wind  blows  through 

      little  pines,  a  lovely  nam
e, 

      Bush  Clover  and pam
pas, too.  

M
ATU

O   BASYO 
 

の
、芭
蕉
の
句
の
原
句
を
思
い
出
し
て
い
た
が
な
か
な
か
思
い
つ
か

な
い
。「 a lovely nam

e  

」
の
こ
と
が
「
し
お
ら
し
き
」
ら
し
い

こ
と
に
気
づ
い
た
が
な
か
な
か
完
全
な
句
に
到
達
し
な
い
う
ち
に
飛

行
機
は
機
内
食
の
昼
食
を
済
ま
せ
る
や
上
海
に
着
い
て
し
ま
う
。 

 

乗
っ
て
し
ま
え
ば
二
時
間
半
は
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
る
が
家
を
出

て
か
ら
半
日
が
か
り
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。 

（
芭
蕉
の
句
は 

し
を
ら
し
き
名
や
小
松
吹
く
萩
薄 

で
奥
の
細
道

の
小
松
の
町
を
通
る
と
き
に
町
の
名
の
小
松
と
野
辺
の
小
松
を
取
り

合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
句
で
あ
る
が
、
英
訳
に
は
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
？
私
に
は
理
解
出
来
な
か
っ
た
。）    

  

上
海
は
靄
に
包
ま
れ
て
い
て
息
苦
し
い
気
分
で
あ
る
。
四
車
線
あ

る
高
速
道
路
は
渋
滞
寸
前
。
浦
東
（
プ
ー
ド
ン
）
空
港
か
ら
虹
橋

（
ホ
ン
ジ
ャ
オ
）
空
港
へ
移
動
す
る
バ
ス
は
、
江
南
地
方
特
有
の
靄

の
中
に
沈
み
行
く
大
き
く
赤
い
入
日
を
追
い
か
け
る
。
ま
た
高
速
道

路
に
沿
っ
て
「
磁
浮
列
車
」（
リ
ニ
ア
ー
・
モ
ー
タ
ー
カ
ー
）
が
高
速

で
駆
け
抜
け
る
の
を
見
る
。
上
海
は
日
進
月
歩
で
成
長
し
て
い
て
留

ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
よ
う
だ
。
中
心
街
を
逸
れ
た
外
周
を
走
っ
て

虹
橋
空
港
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
町
の
華
や
か
さ
は
感
じ
ら
れ

な
い
。 

  

上
海
の
大
き
入
日
に
秋
惜
し
む 

 
 
 

棚
山
波
朗 

 

秋
の
蚊
に
つ
き
ま
と
は
る
る
飛
行
場 

 

蟇
目
良
雨 
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浦
東

ぷ
ー
ど
ん

の
残
る
原
野
に
秋
日
濃
し 

 
 
 

柚
口 

満 
 

秋
と
も
し
浦
江
を
く
だ
る
達
磨
船 

 
 

武
田
禅
次 

 
  

上
海
の
没
り
日
へ
ユ
ツ
カ
総
立
ち
に 

 

武
田
孝
子 

 

楊
柳
へ
色
無
き
風
の
豊
か
な
る 

 
 
 

飯
田
眞
理
子 

 

晩
秋
の
上
海
外
環
煙
濃
し 

 
 
 
 
 

坪
井
研
治 

 

唐
の
国
晩
稲
眼
下
に
着
陸
す 

 
 
 
 

真
木
朝
実 

 

並
び
立
つ
ユ
ツ
カ
の
花
に
落
睴
か
な 

 

島
谷
高
水 

 

秋
の
江
船
そ
れ
ぞ
れ
の
燈
か
な 

 
 
 

武
井
ま
ゆ
み 

鍛
錬
大
会
ら
し
く
、乗
り
継
ぎ
の
虹
橋
空
港
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
候

机
楼
餐
飲
」
で
第
一
回
の
句
会
を
開
い
た
。 

          

午
後
九
時
二
十
分
虹
橋
空
港
発
（M

U

５
４
２
５
）
午
後
十
一
時
四

十
分
成
都
双
流
国
際
空
港
着
。
空
港
で
荷
物
を
受
け
取
っ
て
い
る
う

ち
に
夜
中
の
十
二
時
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
東
京
で
は
、
時
差
を
考

え
る
と
も
う
午
前
一
時
に
な
っ
て
い
る
。 

出
発
時
間
が
遅
れ
た
上
に
成
都
空
港
で
は
エ
プ
ロ
ン
を
離
れ
た
と

こ
ろ
で
降
ろ
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ラ
ク
大
統
領
一
行

が
直
前
に
着
い
た
た
め
と
出
迎
え
に
来
て
く
れ
た
武
田
氏
友
人
の
話

で
納
得
し
た
。 

宿
泊
は 

十
月
八
日
、
九
日
、
十
日
共
、
四
川
ホ
テ
ル
（
総
府
街31

号
電
話
０
２
８
―
８
６
７
５
―
５
５
５
５
） 

（
一
泊
４
６
０
元
く

ら
い
の
ラ
ン
ク
） 

波
朗
氏
と
同
室
。 本

日
の
歩
数
、
六
二
〇
四
歩
。 

             

 
上海虹橋空港内食堂で句会 

 
成都空港に着いたのは24：00 
ぐったりして荷物を待っている。 

晴れるとこのように見える人口1,000万人の成都の町（イン

ターネットより） 
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十
月
九
日
（
土
） 

 

曇
り
。 

午
前
六
時
半
起
床
。
七
時
朝
食
（
バ
イ
キ
ン
グ
は
庶
民
的
な
雰
囲
気

の
野
菜
中
心
の
料
理
）。
八
時
出
発
。 

案
内
は
邵
（
シ
ョ
ウ
）
全
麗
女
史
（
四
川
チ
ベ
ッ
ト
国
際
旅
行
社
社

員
）。 

  

邵
（
シ
ョ
ウ
）
さ
ん
は
四
川
の
大
学
の
日
本
語
学
科
を
卒
業
し
て

ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
と
か
。
細
身
で
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
歩
き
方
を
す

る
。
武
田
禅
次
氏
の
話
と
邵
（
シ
ョ
ウ
）
さ
ん
の
話
を
足
す
と
殆
ん

ど
の
こ
と
が
分
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
雰
囲
気
に
な
る
。 

邵
（
シ
ョ
ウ
）
さ
ん
の
話
を
中
心
に
少
し
細
く
し
て
成
都
の
町
の

紹
介
を
し
て
み
る
と
、 

  

四
川
省
は
人
口
八
〇
〇
〇
万
人
。
か
つ
て
は
中
国
国
内
で
最
大
の

人
口
を
擁
し
て
い
た
が
今
は
、
河
南
省
、
山
東
省
に
次
ぎ
三
番
目
と

の
こ
と
。 

平
均
海
抜
五
〇
〇
㍍
で
周
囲
に
は
山
岳
地
帯
が
あ
る
の
で
四
川
盆

地
に
人
口
が
密
集
し
て
い
る
。
こ
の
周
囲
の
山
岳
が
天
然
の
要
害
に

な
っ
て
い
て
蜀
の
国
を
攻
め
落
と
す
の
は
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
。 

蜀
に
入
る
に
は
長
江
を
遡
っ
て
船
で
入
る
か
、
長
安
（
西
安
）
か

ら
山
岳
の
道
を
分
け
入
っ
て
入
り
「
蜀
道
難
し
」
と
李
白
に
言
わ
し

 

ま
ゆ
み
の
独
り
言 

 

十
月
八
日
（
金
）：
成
田
空
港
、
黄
昏
の
上
海
、
夜
霧
の
成
都
へ
。 

成
田
空
港
で
、
武
田
ご
夫
妻
か
ら
、
殿
方
に
は
グ
リ
ー
ン
色
、
ご
婦
人
方

に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
バ
ン
ダ
ナ
が
手
渡
さ
れ
、「
成
都
吟
行
会
」
の
一
路
平

安
を
祈
っ
て
結
束
を
固
め
ま
す
。
さ
て
早
く
も
成
都
に
む
か
う
国
内
線
「
上

海
虹
橋
空
港
」
ま
で
で
二
句
と
の
お
達
し
。 

当
日
は
国
慶
節
休
暇
明
け
と
あ
っ
て
、
機
内
も
な
か
な
か
混
ん
で
お
り

ま
す
。「
晩
稲
眼
下
に
」
無
事
着
陸
。
浦
東
国
際
空
港
か
ら
虹
橋
空
港
へ
。

空
港
内
の
食
堂
で
短
冊
が
配
ら
れ
、
麺
類
な
ど
を
頂
き
な
が
ら
半
分
気
も

そ
ぞ
ろ
、
選
句
ま
で
終
了
し
て
、
成
都
行
き
の
フ
ラ
イ
ト
へ
。「
上
海
蟹
を

手
土
産
に
」
す
る
乗
客
も
。 

夜
霧
の
成
都
に
着
陸
。
成
都
は
ま
た
の
名
を
錦
官
城
と
も
、
芙
蓉
城
と

も
い
い
ま
す
。
三
菱
商
事
成
都
事
務
所
・
胡
さ
ん
、
運
転
手
さ
ん
に
お
出

迎
え
頂
き
、
四
川
ホ
テ
ル
へ
。
途
中
、
中
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
国
旗
を
交
互

に
あ
し
ら
っ
た
飾
り
が
い
く
つ
も
と
り
つ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
な
ん
と
、

シ
ラ
ク
大
統
領
が
成
都
を
訪
問
さ
れ
た
よ
し
。
街
の
中
心
「
天
府
広
場
」

に
は
毛
沢
東
の
像
が
。
ホ
テ
ル
で
は
観
光
ガ
イ
ド
の
劭
全
麗
さ
ん
が
お
待

ち
か
ね
。
明
日
は
八
時
出
発
で
す
。 
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め
た
苦
労
を
味
わ
っ
て
入
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
。 

 

気
温
は
三
〇
℃
か
ら
マ
イ
ナ
ス
一
℃
で
過
ご
し
や
す
い
と
言
う
が

一
年
を
通
し
て
日
照
時
間
が
少
な
く
靄
の
か
か
る
こ
と
が
多
い
の
で 

四
川
省
で
は
「
晴
れ
る
と
犬
が
驚
い
て
吠
え
る
」
例
え
話
も
あ
る
ほ

ど
。 

 

ま
た
「
巴
山
夜
雨
」
の
よ
う
に
夜
雨
が
多
い
の
も
成
都
地
方
の
特

徴
で
あ
る
。 

「
天
府
」
の
町
と
言
わ
れ
豊
か
な
町
で
あ
る
の
は
秦
の
時
代
に
作
ら

れ
た
人
工
ダ
ム
（
都
江
堰
）
が
四
川
盆
地
を
潤
し
実
り
豊
か
な
台
地

を
作
り
上
げ
た
こ
と
に
よ
る
。
天
と
い
う
言
葉
に
は
、
高
い
と
こ
ろ

に
位
置
す
る
こ
の
地
方
の
特
徴
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

ダ
ム
も
成
都
の
町
も
二
四
〇
〇
年
前
か
ら
す
で
に
あ
り
、
蜀
の
国

と
呼
ば
れ
た
時
代
の
「
三
国
志
」
や
「
三
国
志
演
義
」
の
諸
葛
孔
明

や
劉
備
ら
は
「
武
侯
祀
」
に
祀
ら
れ
て
今
で
も
市
民
か
ら
尊
敬
さ
れ

て
い
る
。
諸
葛
孔
明
の
「
無
私
」
の
清
々
し
さ
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。 

ま
た
成
都
は
別
名
「
錦
官
城
」
と
呼
ば
れ
、
錦
織
の
盛
ん
な
町
で

あ
り
町
に
は
幾
筋
も
の
川
が
流
れ
緑
の
濃
い
穏
や
か
な
町
で
あ
る
。 

数
年
前
に
中
国
映
画
『
変
面
』
が
日
本
で
上
映
さ
れ
た
が
、
こ
の

変
面
の
芸
を
誇
る
町
で
も
あ
る
。 

変
面
は
「
変

」（
ビ
エ
ン
・
レ
ン
）
と
言
い
、
顔
を
変
え
る
と

い
う
字
義
の
ご
と
く
顔
を
覆
っ
た
お
面
を
次
か
ら
次
へ
替
え
て
ゆ
く

早
業
を
披
露
す
る
成
都
で
父
子
相
伝
さ
れ
て
き
た
芸
で
あ
る
。
北
京

の
京
劇
と
共
に
川
劇
（
せ
ん
げ
き
）
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
。 

実
際
に
見
た
川
劇
は
外
国
人
や
中
国
国
内
の
観
光
客
向
け
の
よ
う

で
あ
る
の
で
「
サ
ワ
リ
」
の
部
分
し
か
上
演
し
な
い
の
で
そ
の
真
価

は
よ
く
分
ら
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
人
形
浄
瑠
璃
に
似
た
人
形
遣
い

の
演
じ
る
「
変
面
」
の
技
術
の
高
さ
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

是
非
鑑
賞
し
て
お
き
た
い
芸
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

 

詩
人
杜
甫
が
晩
年
の
四
年
間
を
過
ご
し
優
れ
た
詩
を
残
し
た
こ
と

が
成
都
の
町
の
名
を
ど
れ
ほ
ど
高
め
た
か
測
り
知
れ
な
い
。
杜
甫
の

旧
居
を
中
心
に
「
杜
甫
草
堂
」
が
作
ら
れ
市
民
の
憩
の
場
に
な
っ
て

い
る
。 

中
国
語
は
発
音
が
難
し
く
ピ
ン
イ
ン
と
い
う
発
音
記
号
が
補
助
を

し
て
く
れ
る
が
、
小
学
校
の
段
階
か
ら
正
し
く
発
音
さ
せ
る
目
的

で
漢
詩
の
朗
読
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
暗
誦
さ
せ
て
い
る
。
当
然
漢

詩
に
興
味
を
持
つ
子
供
た
ち
も
多
く
「
杜
甫
草
堂
」
は
老
若
男
女
で

賑
わ
っ
て
い
る
。 

漢
詩
に
つ
い
て
も
う
一
言
。
中
国
は
武
将
・
政
治
家
が
詩
を
詠
む

の
が
当
た
り
前
の
国
。
こ
の
伝
統
は
日
本
に
も
受
け
継
が
れ
て
き
た

は
ず
だ
が
最
近
の
日
本
の
政
治
家
は
こ
の
伝
統
を
忘
れ
て
い
る
人
が

多
い
よ
う
だ
。「
杜
甫
草
堂
」
の
一
角
に
あ
る
毛
沢
東
の
詩
碑
を
見
る

と
政
治
家
の
資
質
の
日
中
の
違
い
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

も
う
ひ
と
つ
こ
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
唐
の
女
流
詩
人
「
薛

濤
（
せ
っ
と
う
）」
の
塚
の
あ
る
望
江
楼
公
園
の
竹
林
で
あ
ろ
う
か
。
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成
都
盆
地
の
靄
が
育
ん
だ
竹
の
優
し
さ
に
身
も
心
も
包
ま
れ
て
ゆ
く

思
い
に
な
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
る
と
成
都
の
曇
り
空
も

気
に
な
ら
ず
何
時
間
で
も
過
ご
せ
そ
う
で
あ
る
。 

  
 

                 

 

都
江
堰 

古
代
中
国
が
開
発
し
た
四
大
水
利
の
一
つ
。
秦
の
始
皇
帝
が
蜀
郡

守
（
知
事
）
李
冰
に
命
じ
て
作
っ
た
二
〇
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
。
暴
れ
川
で
あ
っ
た
岷
江
を
外
江
と
内
江
の
二
つ
に
分
離
さ
せ
る

難
工
事
を
す
で
に
秦
の
時
代
に
行
っ
た
こ
と
も
驚
き
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
今
も
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
さ
ら
に
驚
き
で
あ
る
。
こ
の
水

利
ダ
ム
に
よ
っ
て
四
川
省
は
米
作
が
安
心
し
て
出
来
る
よ
う
に
な
り

蜀
の
國
は
「
天
府
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

  
 

 
          

 

左 上流   都江堰    右 下流 
手前側が岷江本流で、外江と呼ばれで長江へ注ぐ。 
上側の内江は成都市内など四川盆地へ流れる。 
中洲の先端が魚嘴。橋に見えるのは水門。○I  
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魚嘴から上流を見る。 

 
工
事
者
李
冰
と
そ
の
息
子
を
称
え
た 

二
王
廟 

 
二王廟と魚嘴をつなぐ吊橋 

 
外江に設けられた水門とモーター。 

 
昔、工事に使った木の杭と石を詰めた蛇籠。 
杭を縛る縄は竹の皮を編んで作った竹縄。 
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都
江
堰 

岷
江
や
渦
が
渦
生
む
秋
の
果
て 

 
 
 

棚
山
波
朗 

 
 
 

渦
巻
き
し
魚
嘴
の
激
流
秋
燕 

 
 
 
 

柚
口 

満 
 
 
 

龍
淵
に
潜
む
都
江
の
水
濁
る 

 
 
 
 

武
田
孝
子 

 

水
嵩
の
落
ち
て
蛇
籠
の
千
草
か
な 

 
 

武
田
禅
次 

 

磧
石
に
色
な
き
風
の
都
江
堰 

 
 
 
 

坪
井
研
治 

 
 
 
 

秋
霖
や
笛
く
ぐ
も
れ
る
都
江
堰 

 
 
 

武
井
ま
ゆ
み 

道
中 

 
 
 

杖
に
似
し
蜀
の
竹
笛
秋
深
む 

 
 
 
 

棚
山
波
朗 

 
 
 

田
仕
舞
の
い
ち
に
ち
靄
や
蜀
の
国 

 
 

蟇
目
良
雨 

 
 
 

藁
ぼ
つ
ち
四
川
百
里
を
霧
つ
つ
む 

 
 

武
田
孝
子 

 
都江堰の付近の食堂で句会 ○T 
 
上海や北京の都会と違い田舎の 
食事の値段は格安。12名で 
お腹一杯食べて三百数十元 
（5,000円）ほど。中国はどこ 
で食べても料理はおいしいのが 
うれしい。日本の田舎の食堂 
とは雲泥の差があるぞ。 

 
秦の時代の都江堰工事風景 

手前の岷江の流れの内で溢水し易い箇所を一時的に堰き止めて、人工水路 
の内江を作ろうとしている。右上奥から成都の町へ水を流す。岷江が大水に 
なった時は増水した分だけ水が外江へ再び還流する仕組みになっている。 
右の櫓の下で景気付けのために喇叭を吹く一団が見える。左の筏のあたりが 
魚嘴に当たると考えればよい。岩を削って水路を作るとき、岩の上で火を焚

いて熱した直後に川の水をかけて冷すことを繰り返し熱疲労で岩を脆くさせ

て掘り進んだとされる。  （都江堰内の建物にある絵図から良雨解説） 
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ま
ゆ
み
の
独
り
言 

都
江
堰
は
魚
嘴
・
飛
沙
堰
・
宝
瓶
口
の
三
部
分
か
ら
な
り
、
魚
嘴
は

河
心
に
築
い
た
分
水
堤
で
、
魚
の
口
の
よ
う
な
形
を
し
、
岷
江
の
流
れ
を

内
江
と
外
江
に
分
つ
。
外
江
が
岷
江
の
主
流
で
、
内
江
が
宝
瓶
口
を
経
て

河
西
平
原
に
流
入
し
、
農
地
を
う
る
お
す
。
飛
沙
堰
は
魚
嘴
と
宝
瓶
口
の

間
に
あ
り
、
魚
嘴
か
ら
な
が
れ
て
く
る
推
量
を
調
節
し
て
内
江
に
流
れ
す

ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。
宝
瓶
口
は
玉
塁
山
を
開
削
し
た
も
の
で
、
岷
江
の

水
を
内
江
に
引
き
入
れ
る
入
水
口
で
、
瓶
の
首
の
よ
う
な
離
堆
を
な
す
。」

（「
中
国
名
勝
旧
跡
事
典
」
ぺ
り
か
ん
社
よ
り
跋
） 

最
初
に
「
秦
堰
楼
」
か
ら
岷
江
が
「
魚
嘴
」
で
外
江
と
内
江
に
分
か
れ

る
全
貌
を
俯
瞰
し
ま
す
。
川
霧
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
だ
い
ぶ
靄
っ

て
き
て
お
り
外
江
の
向
こ
う
岸
は
山
水
画
そ
の
も
の
。
楼
か
ら
身
を
乗
り

出
す
と
秋
燕
が
た
く
さ
ん
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
二
二
〇
〇
年
前

に
堰
を
作
る
と
い
う
構
想
が
あ
っ
た
な
ん
て
。 

「
二
王
廟
」
へ
。
こ
こ
に
は
李
冰
、
李
二
郎
の
像
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
階
段
を
下
り
る
と
、
右
と
左
に
大
き
な
鉢
に
植
え
ら
れ
た
紫
薇
の
樹

（
さ
る
す
べ
り
）。
更
に
降
り
る
と
正
面
に
は
鄧
小
平
の
書
「
造
福
万
代
」

を
銅
で
作
っ
た
額
。 

更
に
は
、「
逢
正
抽
心
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が
あ
り
、「
心
」
の
字
が
白

抜
き
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
目
を
つ
む
り
、
左
手
を
「
心
」
に
触
れ
ま
す
、

右
を
触
っ
た
人
は
カ
カ
ア
殿
下
、
左
を
触
っ
た
人
は
恐
妻
家
。 

 
 
 

ま
ゆ
み
の
独
り
言 

 

十
月
九
日
（
土
）：
都
江
堰
ま
で
の
途
上
、
朝
靄
の
都
江
堰
、
武
候
詞
、
草
堂
。 

邵
さ
ん
は
お
仕
事
の
都
合
で
た
だ
い
ま
ご
主
人
と
離
れ
離
れ
と
の
こ
と
。
都

江
堰
ま
で
の
途
上
も
皆
さ
ん
興
味
深
深
。 

車
の
プ
レ
ー
ト
に
「
川
A
」
と
あ
る
の
が
、
成
都
の
車
で
、「
川
０
（
ゼ
ロ
）」

が
政
府
の
車
と
か
。「
四
川
大
学
」
食
堂
の
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
を
所
望
す
る
お
声
も
。

「
虎
虎
虎
髪
型
」
の
看
板
に
な
ぜ
か
歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。
花
売
が
い
て
、
花

の
名
を
問
え
ば
「
黄
桷
蘭
」
と
。
早
速
求
め
て
み
る
と
甘
い
蘭
の
香
り
。 

「
成
灌
高
速
」、
灌
県
を
通
り
都
江
堰
市
へ
。
道
路
の
両
側
に
は
赤
や
黄
の
カ

ン
ナ
が
目
立
ち
ま
す
が
、
成
都
で
は
カ
ン
ナ
を
「
虞
美
人
草
」
と
呼
ぶ
と
の
こ

と
。
道
端
に
植
え
ら
れ
た
上
向
き
の
枝
に
咲
く
黄
色
い
花
は
「
荊
花
」
と
の
こ

と
。「
鶏
を
運
ぶ
檻
」
の
車
も
。
李
冰
、
李
二
郎
の
像
も
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。 

都
江
堰
に
到
着
。 

「
都
江
堰
は
成
都
市
街
か
ら
五
九
ｋ
ｍ
。
紀
元
前
三
世
紀
に
築
か
れ
た
巨
大
な

水
利
施
設
、
蜀
郡
太
守
の
李
冰
が
築
造
、
逆
巻
く
岷
江
も
こ
こ
を
経
て
害
が
利

に
変
わ
り
、
宝
瓶
口
か
ら
内
江
に
流
入
、
農
民
に
福
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 
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ま
ゆ
み
の
独
り
言 

良
雨
先
生
が
さ
っ
そ
く
試
す
。
左
で
し
た
。
で
も
よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
ど

ち
ら
に
せ
よ
「
差
不
多
」（
た
い
し
た
違
い
は
な
い
）。 

 

石
壁
に
馬
つ
な
ぎ
の
跡
も
。
廟
内
を
抜
け
、
魚
嘴
を
目
指
し
歩
き
ま
す
。

途
中
、
中
洲
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
人
頭
ほ
ど
の
石
の
つ
ま
っ
た
蛇

籠
の
見
本
が
。
籠
は
細
く
切
っ
た
竹
を
縒
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
細

く
切
っ
た
竹
で
編
ま
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
「
安
瀾
索
橋
」
の
「
揺
れ
い
つ
ま
で

も
」
す
る
ス
リ
リ
ン
グ
な
橋
を
渡
り
ま
す
。
魚
嘴
は
河
が
分
か
れ
る
と
こ

ろ
、
ま
さ
に
「
渦
が
渦
生
み
」「
渦
せ
め
ぎ
合
う
」
と
こ
ろ
で
す
。 

中
国
現
代
の
文
筆
家
余
秋
雨
（
一
九
四
六
～
）
は
そ
の
著
「
文
化
苦
旅
」

の
中
で
、「
中
国
の
歴
史
の
中
で
人
の
心
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
の
は
万
里
長

城
で
は
な
く
、
都
江
堰
だ
と
思
う
。」
と
し
、「
造
福
千
年
」（
後
世
ま
で
民

に
幸
を
も
た
ら
す
）
と
そ
の
理
由
を
挙
げ
、
更
に
「
四
川
有
幸
、
中
国
有

幸
」
と
、
李
冰
の
存
在
と
そ
の
業
績
を
高
く
讃
え
て
い
ま
す
。 

さ
て
、「
観
光
車
」
に
乗
り
金
剛
堤
を
移
動
、「
宝
瓶
口
」
へ
。
こ
ち
ら

は
内
江
の
水
を
更
に
調
節
す
る
と
こ
ろ
。
山
の
崖
に
は
「
し
ぶ
き
に
濡
れ

し
乱
れ
萩
」
が
。
途
中
、
葫
蘆
絲
と
い
う
ひ
ょ
う
た
ん
で
作
っ
た
笛
の
調

べ
が
聴
こ
え
、
わ
た
し
達
が
通
る
と
、
曲
が
「
北
国
の
春
」
に
変
り
ま
す
。 

お
昼
は
四
川
風
味
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。
食
後
ま
で
に
五
句
。
こ
の
時
点
で
ま

だ
句
が
体
を
成
し
て
い
な
か
っ
た
私
は
、
ろ
く
に
箸
も
つ
け
ら
れ
ず
、 

 

 
 
 
 

ま
ゆ
み
の
独
り
言 

 

宴
も
酣
を
過
ぎ
な
ん
と
か
五
句
を
絞
り
出
し
た
こ
ろ
に
は
料
理
も
ま
ば
ら
、

美
味
し
そ
う
な
家
常
豆
腐
の
一
切
れ
を
真
理
子
さ
ん
に
懇
願
し
て
お
す
そ
分
け

し
て
頂
い
た
次
第
。
ガ
イ
ド
の
邵
さ
ん
も
選
句
に
参
加
し
ま
す
。
な
ん
と
、
先

生
方
の
句
を
軒
並
み
選
句
さ
れ
ま
し
た
。
参
り
ま
し
た
！ 

や
っ
と
第
一
日
目
の
後
半
戦
。
も
う
何
日
も
成
都
に
い
る
気
分
。「
武
侯
祠
」
と

「
草
堂
」
で
五
句
。 

「
武
侯
祠
」
へ
。 

こ
こ
は
恵
陵
（
劉
備
の
陵
）
と
、
劉
備
、
諸
葛
孔
明
な
ど
蜀
漢
の
君
臣
を
合
祀

し
た
廟
か
ら
な
り
、
二
二
三
年
に
作
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
、
大
門
内
右
手
の
三
絶
碑
を
拝
見
（
唐
八
〇
九
年
建
立
）。
そ
れ
か
ら
諸

葛
孔
明
が
劉
備
の
子
劉
禅
に
奉
っ
た
上
奏
文
「
出
師
表
」
を
岳
飛
（
一
一
〇
三

～
一
一
四
一
、
南
宋
の
武
将
）
が
揮
毫
し
た
書
の
木
刻
に
見
と
れ
ま
す
。 

諸
葛
孔
明
の
像
の
前
に
あ
る
銅
鼓
は
「
諸
葛
鼓
」（
丸
い
器
ふ
た
つ
を
合
わ
せ

た
も
の
で
、
開
け
て
鍋
と
し
て
、
ま
た
合
わ
せ
て
太
鼓
と
し
て
も
使
う
と
の
こ

と
）。
展
示
室
に
は
、
諸
葛
孔
明
の
シ
ン
ボ
ル
「
羽
扇
」
や
、「
木
牛
」
と
い
う

農
耕
道
具
、
ま
た
蜀
漢
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
俑
が
「
笑
顔
ゆ
た
か
」
に
並
ん
で

い
ま
す
。 

「
恵
陵
を
ひ
と
め
ぐ
り
」、
周
り
を
小
鳥
が
た
く
さ
ん
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

一
巡
し
て
雌
雄
の
銀
杏
の
樹
。
つ
ぎ
の
目
的
地
「
草
堂
」
に
向
か
い
ま
す
。 
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武
侯
祠 

成
都
市
郊
外
（
錦
官
城
外
）
に
あ
る
三
国
時
代
の
蜀
漢
の
宰
相
・
諸

葛
亮
（
孔
明
）
を
祭
っ
た
社
。
六
世
紀
ご
ろ
か
ら
建
て
ら
れ
始
め
、

明
代
に
は
隣
接
す
る
主
君
・
劉
備
玄
徳
の
陵
墓
、
漢
昭
烈
廟
と
併
合

さ
れ
た
。
孔
明
の
諡
名
で
あ
る
忠
武
侯
に
ち
な
む
武
侯
祠
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。
戦
火
の
た
め
、
現
存
す
る
建
物
は
清
代
康
熙
の
一

六
七
二
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
だ
。
3.7
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な

境
内
に
は
、
南
北
方
向
の
中
軸
線
に
沿
っ
て
大
門
、
二
門
、
劉
備
殿
、

過
庁
、
諸
葛
亮
殿
の
五
つ
主
体
建
築
が
あ
る
。
劉
備
殿
に
は
金
泥
の

劉
備
像
が
安
置
さ
れ
、
側
棟
に
は
関
羽
、
張
飛
ら
文
官
、
武
官
の
塑

像
が
あ
る
。
諸
葛
亮
殿
に
は
、
孔
明
の
像
や
南
征
時
に
鍋
や
銅
鑼

と
し
て
使
っ
た
と
い
う
、
諸
葛
亮
自
ら
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
青
銅
製

の
巨
大
な
［
諸
葛
鼓
］
な
ど
の
文
物
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

大
門
を
通
る
と
、
生
い
茂
る
緑
の
中
に
六
通
の
石
碑
が
あ
り
、
中
で

も
孔
明
を
称
え
た
唐
代
の
八
〇
九
年
建
立
の
石
碑
は
か
な
り
の
文
物

価
値
を
持
っ
て
お
り
、
〝
三
絶
碑
〟
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
唐

代
の
著
名
宰
相
裴
度
の
文
章
を
書
法
家
柳
公
権
が
書
き
名
匠
魯
建
が

彫
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
成
都
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

 

  

先
主
劉
邦
の
跡
を
襲
う
機
会
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
劉
邦
の
子
・

劉
禅
へ
の
忠
節
を
誓
っ
た
諸
葛
孔
明
の
「
無
私
」
の
心
が
今
も
っ
て

中
国
の
人
の
心
を
魅
了
し
て
い
る
。 
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 劉備の子・劉禅   

劉備玄徳の像 
羽扇を持つ諸葛孔明の像 

 

孔
明
発
明
の
「
諸
葛
鼓
」 

鉄
製
で
煮
炊
き
も
出
来
る
。 

孔明の「前出師
すいし

の表」 書は岳飛 

武候祠内部の赤い壁。赤壁の戦いを 

イメージか？ 

 

張
飛
の
像 

 

諸
葛
碗
と
書
か
れ
て
あ
る
。 

ど
の
よ
う
に
使
う
の
だ
ろ
う
。 
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園
内
に
は
「
三
国
志
」
時
代
の
遺
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

                     

杜
甫
草
堂 

 

唐
代
の
詩
人
・
杜
甫
が
成
都
に
住
ん
で
い
た
時
の
居
所
。
七
五
九

年
か
ら
約
四
年
間
、
安
禄
山
の
乱
を
逃
れ
た
杜
甫
が
樹
齢
二
〇
〇
年

以
上
の
柏
（
ヒ
ノ
キ
の
一
種
）
の
木
の
下
に
仮
小
屋
を
造
り
、
質
素

な
生
活
を
送
っ
た
場
所
。
彼
の
全
作
品
一
四
〇
〇
首
の
う
ち
代
表
作

を
含
む
二
四
七
首
が
こ
こ
で
生
ま
れ
た
。
唐
の
末
、
杜
甫
を
記
念
す

る
た
め
に
仮
小
屋
の
跡
に
草
堂
が
建
て
ら
れ
、
明
代
に
再
建
さ
れ
て

今
日
に
至
る
。
今
も
杜
甫
草
堂
は
ひ
っ
そ
り
と
竹
林
の
中
に
質
素
な

た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。
庭
園
式
の
建
物
で
大
門
を
く
ぐ
り
、

蓮
花
池
を
渡
る
と
、
木
の
生
い
茂
る
中
に
三
重
の
庁
堂
が
あ
る
。

草
堂
書
屋
に
は
古
今
の
杜
甫
詩
集
な
ど
の
書
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

 

    

塑像。太皷を叩いているのか？ 

 
はあー。なんでござりますかな。 

 

絶
壁
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
の
が
蜀
の
桟
道
の
模
型
。
狭
い
桟
道
を
通
っ
て
軍
需
物
質
を 

運
ぶ
た
め
に
諸
葛
孔
明
は
「
木
牛
」
な
る
一
輪
車
を
発
明
し
た
と
言
う
。 

 
杜甫像 

 
陶器の欠けらを組み合わせて 
文字が作られている。 
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杜甫草堂は浣花渓に面している。 

 
時間がゆっくりと流れる園内。 

 
柏森森たる草堂 

 

草
堂
園
内
の
小
流
れ
。 

 
草堂園内の茶館を借りて句作り。 

桂花茶を啜りながら過ごす贅沢な時間。まさに秋惜しむ一行。 

籐椅子の軋む音、小鳥の声。爽籟に金木犀の香りまでただよう。 
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薄
も
み
ぢ
杜
甫
の
居
室
に
窓
一
つ 

 

棚
山
波
朗 

 

愁
思
か
な
杜
甫
草
堂
の
籐
の
椅
子 

 

蟇
目
良
雨 

小
鳥
来
る
劉
備
は
福
の
耳
持
て
り 

 

柚
口 

満 

陶
傭
の
笑
顔
ゆ
た
か
や
秋
闌
る 

 
 

武
田
禅
次 

 

草
堂
の
風
暗
き
ま
で
竹
の
春 

 
 
 

武
田
孝
子 

 

色
変
え
ぬ
松
を
そ
び
ら
に
出
師
の
書 

飯
田
眞
理
子 

 

ほ
の
暗
き
杜
甫
草
堂
の
秋
燈 

 
 
 

中
島
八
起 

 

赤
の
ま
ま
蜀
恵
陵
に
首
垂
れ 

 
 
 

坪
井
研
治 

 

秋
の
庭
集
ひ
て
和
せ
り
杜
甫
の
詩 

 

島
谷
高
水 

 

秋
の
鳥
垂
る
る
も
あ
り
し
屋
根
の
草 
真
木
朝
実 

 

武
侯
祠
や
風
さ
は
さ
は
と
竹
の
春 

 
武
井
ま
ゆ
み 

 
 
 

夕
食
は
「
御
膳
宮
」
で
薬
膳
鍋
を
食
べ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
日
の
歩
数 

七
四
一
二
歩
。 

          

                       

 
薬草や雛鳥を丸ごと煮たスープに豚肉 
や豆腐、各種野菜を入れて食べる。 

 
鍋が煮える間も句会。  

 

ま
ゆ
み
の
独
り
言 

 

「
杜
甫
草
堂
」
は
、
唐
の
詩
人
、
杜
甫
が
四
〇
代
後
半
よ
り
約
四
年
間
住
ん
だ

場
所
。
入
口
右
手
壁
に
は
「
熱
烈
歓
迎
シ
ラ
ク
大
統
領
」
と
あ
り
、
当
日
午
前

中
に
シ
ラ
ク
大
統
領
が
見
学
さ
れ
た
由
。
竹
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
、
詩
史
堂

を
抜
け
、「
少
陵
（
杜
甫
夫
人
の
陵
）
草
堂
」
碑
亭
の
前
で
記
念
撮
影
。「
柴
門
」

を
く
ぐ
り
、「
ほ
の
暗
き
杜
甫
草
堂
」
へ
。
自
分
の
茅
葺
屋
根
が
秋
の
暴
風
で
飛

ば
さ
れ
て
も
な
お
か
つ
貧
し
い
人
の
た
め
に
住
め
る
よ
う
な
大
き
な
お
家
を
手

に
入
れ
た
い
と
詩
に
読
ん
で
お
ら
れ
た
杜
甫
の
優
し
さ
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

杜
甫
の
詩
に
は
鳥
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
が
、
小
鳥
も
杜
甫
を
慕
っ
て
遊
び

に
く
る
よ
う
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
一
息
い
れ
た
い
と
こ
ろ
、
庭
園
の
椅
子
に
座
り

啜
り
茶
を
頂
き
ま
す
。 

近
く
で
は
ト
ラ
ン
プ
の
よ
う
な
長
い
カ
ー
ド
（「
賓
王
紙
牌
」
と
言
い
カ
ー
ド

に
は
水
滸
伝
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
）
遊
び
を
し
て
い
る
人
も
。
園
内

に
は
大
き
な
実
の
つ
い
た
芭
蕉
の
木
も
植
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
劭
さ
ん
が
用
意

し
て
く
だ
さ
っ
た
プ
リ
ン
ト
を
見
て
、
杜
甫
の
詩
「
春
望
」「
春
夜
喜
雨
」
を
ま

ず
は
日
本
語
で
み
ん
な
で
秋
の
庭
に
集
い
て
和
し
、
そ
の
後
邵
さ
ん
が
美
し
い

中
国
語
で
詠
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
中
国
語
の
美
し
さ
を
感
じ
る
と
き
で
す
。 

草
堂
の
目
の
前
に
は
浣
花
渓
が
流
れ
、
そ
の
向
こ
う
に
は
別
荘
ら
し
き
豪
華

な
建
物
が
あ
り
ま
す
。
坪
井
ご
夫
妻
に
盛
ん
に
勧
め
る
方
も
い
ま
す
。 

夕
食
は
「
薬
膳
火
鍋
」（「
御
膳
坊
」：
一
階
に
は
漢
方
薬
の
老
舗
「
同
仁
堂
」

が
あ
り
こ
こ
が
経
営
し
て
い
る
）。
火
鍋
の
中
身
は
烏
骨
鶏
を
ベ
ー
ス
に
、
朝
鮮

人
参
、
枸
杞
（
く
こ
）、
草
魚
、
ハ
ム
、
肉
団
子
、
乾
豆
腐
、
筍
、
木
耳
、
ほ
う

れ
ん
草
な
ど
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
薬
膳
効
果
で
翌
朝
ま
で
身
体
も
ぽ
か
ぽ
か
。 
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十
月
十
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

朝
起
き
る
と
昨
日
と
同
じ
く
靄
が
っ
た
成
都
特
有
の
空
で
あ
る
。

朝
食
を
済
ま
せ
バ
ス
に
乗
る
時
間
に
な
る
と
薄
日
が
差
す
。
そ
れ
で

も
「
驚
い
て
犬
が
吠
え
る
」
ほ
ど
の
上
天
気
で
は
な
さ
そ
う
だ
。 

 

夜
来
の
雨
が
上
が
っ
て
清
々
し
い
空
気
の
味
が
す
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

市
政
府
広
場
前
に
「
国
慶
節
」
を
祝
う
巨
大
な
菊
文
字
が
置
か
れ

て
い
る
。
雨
上
が
り
で
菊
の
花
の
色
の
精
彩
が
良
い
。 

 

今
日
は
日
曜
日
で
あ
る
が
「
国
慶
節
」
の
振
替
で
平
日
扱
い
に
な

り
、
通
勤
の
人
の
自
転
車
、
電
気
自
転
車
、
電
気
バ
イ
ク
の
大
勢
の

人
が
道
を
走
っ
て
い
る
。
混
雑
し
て
い
る
が
、
成
都
の
よ
う
に
再
開

発
さ
れ
た
町
は
歩
道
、
自
転
車
道
、
車
道
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
道

を
横
切
る
と
き
以
外
は
安
心
し
て
走
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

北
京
や
上
海
の
よ
う
な
大
都
市
で
古
い
町
並
の
残
る
市
街
は
な
か

な
か
再
開
発
で
き
な
い
の
で
狭
い
歩
道
を
人
は
歩
き
、
自
転
車
は
車

道
を
車
を
避
け
な
が
ら
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

三
節
は
中
国
人
に
と
っ
て
大
切
な
祝
日
。「
春
節
」（
旧
暦
の
正
月
）、

「
五
一
節
（
メ
ー
デ
ー
）」（
五
月
一
日
）、「
国
慶
節
」（
十
月
一
日
）

に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
の
お
休
み
が
あ
る
。 

 

国
慶
節
に
十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
お
休
み
し
た
の
で
、
八
日
か

ら
一
週
間
仕
事
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
日
は
日
曜
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
出
勤
す
る
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
う
し
た

理
由
に
よ
る
。 

 

バ
ス
は
成
都
か
ら
南
下
し
て
峨
眉
山
の
少
し
手
前
に
あ
る
楽
山
大

仏
を
観
に
行
く
。
途
中
「
眉
山
」、「
天
福
」
の
町
が
あ
る
。 

 

司
馬
遼
太
郎
の『
街
道
を
行
く
』（
二
十 

中
国
蜀
と
雲
南
の
み
ち
）

を
読
む
と
日
本
の
農
村
の
景
色
に
似
て
曲
り
屋
を
持
つ
農
家
が
あ
る

と
書
い
て
あ
る
村
々
を
通
過
し
て
ゆ
く
。 

 

稲
藁
が
田
の
中
に
藁
ボ
ッ
チ
と
な
っ
て
積
ま
れ
て
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
畦
伝
い
に
稲
架
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
煉
瓦
作
り
の
水
路
が
見

え
、
田
は
や
が
て
棚
田
に
な
り
、
蓮
田
、
蜜
柑
畑
、
桑
畑
、
大
豆
、

隠
元
畑
な
ど
が
ま
る
で
日
本
に
い
る
よ
う
に
見
え
て
く
る
。 

 

小
さ
な
山
々
が
連
な
り
始
め
る
と
山
肌
一
杯
に
茶
の
栽
培
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
見
え
る
。「
天
福
」
と
い
う
村
だ
そ
う
だ
。
古
来
か
ら

茶
の
栽
培
で
有
名
で
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
通
じ
る
「
茶
馬
古
道
」
を
運

ば
れ
た
茶
は
こ
こ
で
作
ら
れ
て
送
り
出
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。 

 

菊
の
艶
洗
ひ
揚
げ
た
り
昨
夜
の
雨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

蟇
目
良
雨 

水
牛
の
草
食
む
蜀
の
豊
の
秋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯
田
眞
理
子 

蜀
人
の
蓮
根
掘
る
や
高
曇
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
島
八
起 

煉
瓦
水
路
長
し
高
粱
熟
る
る
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

島
谷
高
水 

 

 
棚田はまさに日本の景色と同じ。 
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楽
山 岷

江
を
下
流
で
横
ぎ
っ
て
程
な
く
楽
山
に
着
く
。
楽
山
大
仏
詣
で

の
大
勢
の
人
で
混
雑
し
て
い
る
。 
 

展
望
船
で
岷
江
を
下
っ
て
大
仏
様
を
水
上
か
ら
拝
み
、
戻
っ
て
か

ら
は
徒
歩
で
大
仏
の
彫
ら
れ
た
山
の
頂
上
ま
で
登
り
、
寺
院
を
参
詣

し
て
か
ら
大
仏
様
の
右
側
の
山
に
掘
ら
れ
た
階
段
を
下
り
て
渚
に
降

り
て
下
か
ら
大
仏
様
を
仰
ぎ
、
帰
り
は
反
対
側
の
山
道
を
登
っ
て
頂

上
の
寺
院
に
着
き
、
再
び
山
を
降
り
て
バ
ス
乗
り
場
ま
で
歩
く
と
い

う
な
か
な
か
ハ
ー
ド
な
参
詣
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

乗
船
料
が
五
十
元
。
参
観
料
が
七
十
元
。 

            

 

 
成都～楽山間に天福という茶どころがある。山を登る茶畑。 

 
楽山大仏拝観船のひとつ  

 

 
足元から見上げる楽山大仏。 ○Ｔ 

 
拝観船から大仏を見上げる。 
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崖の桟道を降りて大仏の足元へ着く。 

 
楽山大仏様の顔の大きさは三丈ある。 

 
山湾賓館に１時間遅れで到着。一部分だけ 
照明をつけてもらって食事。ビール庫の鍵を 
持った責任者が見つからずなかなかビールが 
飲めなかったのも思い出になった。 

 
屋台で赤大根を買って齧る。 

 
揚げ物やの屋台。豆腐、ソーセージ 
雛鳥丸揚げ、肉団子。 

楽山大仏への参道の出店。後ろは岷江。 
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秋
蝉
に
楽
山
大
仏
耳
す
ま
す 

 
 
 

棚
山
波
朗 

 
 

大
仏
の
螺
髪
に
草
の
紅
葉
か
な 

 
 

蟇
目
良
雨 

 

西
瓜
積
む
観
仏
船
の
操
舵
室 

 
 
 

柚
口 

満 
 

秋
蝶
や
慈
悲
の
手
大
き
石
仏 

 
 
 

武
田
禅
次 

 

色
鳥
来
眼
の
切
れ
長
な
磨
崖
佛 

 
 

武
田
孝
子 

 

秋
日
さ
す
ど
つ
か
と
お
は
す
仏
か
な 

飯
田
眞
理
子 

 

秋
扇
広
げ
大
仏
見
上
げ
け
り 

 
 
 

中
島
八
起 

 

天
高
し
顔
三
丈
の
石
仏 

 
 
 
 
 

坪
井
研
治 

 

大
仏
や
御
肩
に
清
水
滲
ま
せ
り 

 
 

島
谷
高
水 

 

大
仏
の
御
眼
細
め
て
秋
の
水 

 
 
 

武
井
ま
ゆ
み 

                       

 
大仏の頭の付近から楽山市を見る。右が岷江上流。 
左から流れてくる濁流は青衣江と大渡河が合流して 
流れこんだところ。三江の出会うところである。 

 
 
 

ま
ゆ
み
の
独
り
言 

十
月
十
日
（
日
）：
成
都
二
日
目
。 

楽
山
と
眉
山
（
三
蘇
祠
）、
そ
し
て
川
劇
。 

今
日
は
昨
日
と
う
っ
て
変
わ
っ
て
い
い
お
天
気
に
な
り
そ
う
で
す
。
成
都
で

は
「
太
陽
が
出
る
と
犬
が
吠
え
る
」
と
い
う
そ
う
で
、「
今
日
は
犬
が
吠
え
て
い

る
よ
」
と
満
先
生
。 

楽
山
市
は
成
都
の
南
一
六
四
ｋ
ｍ
に
位
置
し
、
風
光
明
媚
な
大
仏
の
街
と
し

て
有
名
。
文
学
者
・
政
治
家
の
郭
沫
若
（
日
本
の
九
大
医
学
部
卒
）
も
こ
こ
の

出
身
。 

楽
山
大
仏
（
正
式
に
は
凌
雲
大
仏
）
は
、
岷
江
を
臨
む
岸
壁
に
彫
ら
れ
た
、

高
さ
七
一
Ｍ
、
肩
幅
二
八
Ｍ
の
世
界
最
大
の
石
刻
座
仏
。
大
渡
河
、
青
衣
江
が

凌
雲
山
の
下
で
交
わ
り
岷
江
に
流
れ
込
む
地
点
は
、
昔
か
ら
水
害
に
見
舞
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
氾
濫
を
鎮
め
る
た
め
、
唐
・
玄
宗
の
御
世
に
凌
雲
寺
の
僧
・
海

通
が
大
仏
の
建
立
を
思
い
立
ち
、
九
十
年
か
け
た
後
の
八
〇
三
年
に
大
仏
が
完

成
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

大
仏
の
全
景
を
眺
め
る
た
め
、
楽
山
港
か
ら
出
る
船
に
の
り
ま
す
。 

「
遊
江
観
大
仏
全
景
」
→
「
睡
仏
」
→
「
三
江
」
の
観
光
船
が
十
一
時
に
な
り

や
っ
と
出
発
。
台
湾
か
ら
の
観
光
客
が
目
立
ち
ま
し
た
。
船
か
ら
「
顔
三
丈
の
」

「
ど
っ
か
と
お
は
す
」
大
仏
の
御
姿
を
拝
し
ま
す
。
ま
た
し
ば
ら
く
乗
り
、
石

仏
の
刻
ま
れ
た
山
と
そ
の
先
の
島
を
合
わ
せ
る
と
大
仏
が
眠
っ
て
お
ら
れ
る
よ

う
に
見
え
る
場
所
で
船
が
泊
ま
り
ま
す
。
秋
の
蝶
が
し
き
り
に
川
面
を
飛
び
ま

す
。
船
か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
寝
釈
迦
の
心
臓
の
あ
た
り

に
、
先
ほ
ど
見
た
石
仏
が
位
置
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 
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ま
ゆ
み
の
独
り
言 

 

下
船
後
、
凌
雲
山
を
登
り
、
今
度
は
大
仏
を
近
く
で
観
る
た
め
に
丘
に
登
り
ま

す
。
上
り
の
階
段
は
急
で
疲
れ
ま
し
た
が
上
り
き
る
と
や
っ
と
展
望
が
開
け
て
き

ま
し
た
。
郭
沫
若
の
像
前
の
展
望
台
か
ら
は
、
都
江
堰
か
ら
流
れ
て
く
る
岷
江
と

大
渡
江
の
交
わ
っ
た
箇
所
が
砂
色
と
灰
色
に
く
っ
き
り
分
れ
て
い
る
様
子
が
見

え
ま
す
。
棗
の
実
ら
し
き
も
の
が
あ
る
の
で
尋
ね
る
と
、
劭
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
酸

棗
」
と
い
う
そ
う
で
、
名
の
通
り
と
て
も
す
っ
ぱ
い
と
の
こ
と
。
十
三
階
建
て
の

「
霊
宝
塔
」
の
と
こ
ろ
に
は
下
草
に
「
龍
の
玉
」
が
実
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
凌

雲
寺
の
海
師
堂
で
大
仏
を
彫
り
始
め
た
海
通
和
尚
に
敬
意
を
表
し
、
桟
道
へ
。 

そ
れ
は
急
な
凌
雲
桟
道
を
降
り
大
仏
を
下
か
ら
拝
し
ま
す
。
高
所
恐
怖
症
と
自

称
さ
れ
る
坪
井
さ
ん
も
な
ん
と
か
降
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

大
仏
の
上
を
雲
が
な
が
れ
て
い
き
ま
す
。
大
仏
日
和
で
す
。 

大
仏
の
前
に
は
「
大
彌
勒
宝
鼎
」
と
彫
ら
れ
た
大
き
な
鼎
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
急
な
桟
道
を
登
り
、
上
で
待
っ
て
お
ら
れ
た
波
朗
先
生
、
良
雨
先
生
と

合
流
。
展
望
の
開
け
た
と
こ
ろ
か
ら
、
栴
檀
の
実
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

山
を
下
り
て
バ
ス
に
向
か
う
途
中
、
屋
台
が
な
ら
び
、
良
雨
先
生
は
皮
の
赤
い

大
根
を
求
め
ら
れ
て
齧
り
始
め
ま
し
た
。
私
も
少
し
頂
戴
す
る
と
、
ほ
の
か
に
辛

味
が
の
こ
り
ま
す
。
ま
た
自
転
車
で
リ
ン
リ
ン
と
鉦
叩
き
を
し
な
が
ら
物
売
り
が

通
り
ま
し
た
。
籠
の
中
を
み
せ
て
も
ら
う
と
白
い
も
の
が
あ
り
、
飴
屋
さ
ん
で
し

た
。
切
り
売
り
を
し
て
も
ら
い
、
バ
ス
の
中
で
み
な
さ
ん
に
回
し
ま
す
。
材
料
は

も
ち
米
と
の
こ
と
。
昔
な
つ
か
し
い
味
で
す
。 

 
 
 

ま
ゆ
み
の
独
り
言 

お
昼
は
「
山
湾
飯
店
」
で
、
蜀
風
味
を
味
わ
い
、
出
句
五
句
。
移
動

の
バ
ス
内
で
選
句
と
披
講
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

バ
ス
は
一
路
眉
山
へ
。
車
窓
か
ら
は
な
つ
か
し
い
田
園
風
景
が
。 

 

眉
山
に
あ
る
三
蘇
祠
。
三
蘇
と
は
、
宋
代
の
大
詩
人
蘇
軾
（
蘇
東
坡
）、

蘇
洵
（
父
）、
蘇
轍
（
弟
）
の
三
人
を
指
し
ま
す
。 

園
内
に
は
父
子
三
人
を
奉
っ
た
大
樹
が
あ
り
、
蘇
洵
の
樹
は
榕
樹
、

蘇
軾
・
蘇
轍
の
兄
弟
は
大
銀
杏
で
、「
眉
州
第
一
樹
」
と
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

正
殿
の
前
に
は
三
本
の
太
い
紅
色
の
お
線
香
が
燻
っ
て
い
ま
し
た
。

禅
次
氏
は
蘇
東
坡
に
敬
意
を
表
し
像
の
前
で
「
叩
頭
」
の
礼
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。 

展
示
室
で
は
蘇
東
坡
の
筆
致
を
伺
う
こ
と
が
出
来
、
十
七
歳
の
時
に

箒
で
書
い
た
「
連
鼇
山
」
と
い
う
字
の
「
山
」
の
字
が
等
身
大
に
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

蓮
の
池
に
は
敗
蓮
が
見
え
ま
す
。
蘇
宅
の
古
井
戸
に
は
金
木
犀
が
こ

ぼ
れ
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
邸
内
を
散
歩
し
て
お
り
ま
す
と
、
鳥
の
鳴
き
声
が
盛
ん
に
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
近
づ
い
て
み
る
と
そ
こ
は
市
民
の
公
園
に
な
っ
て
お

り
、
樹
の
枝
枝
に
鳥
か
ご
が
掛
け
ら
れ
、
画
眉
鳥
が
声
を
競
い
合
っ
て

い
ま
す
。
じ
つ
に
の
ど
か
な
景
色
で
す
。 
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眉
山
（
メ
イ
シ
ャ
ン
）
三
蘇
祠 

 
 

眉
山
は
蘇
東
坡
（
蘇
軾
）
の
故
郷
。 

                    

          
 

 
             

蘇 軾 

 
父  蘇 洵 

 
この父にしてこの子あり。 

  
弟  蘇 轍 

 
蘇家の古井戸を覗く。 

毛沢東の自筆の誌碑が 
飾られている。 

三蘇祠入口 外国人ということで入場に手間取っ

た。 
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父
子
の
樹
の
ど
れ
も
高
し
や
小
鳥
来
る 

 

棚
山
波
朗 

 

し
た
た
か
な
秋
の
蚊
残
る
三
蘇
祠 

 
 
 

柚
口 

満 
 

木
犀
の
花
く
ず
積
も
る
蘇
家
の
井
戸 

 
 

武
田
禅
次 

 

三
蘇
祠
に
二
胡
の
ひ
び
け
り
水
の
秋 

 
 

武
田
孝
子 

 

秋
の
日
に
温
む
蘇
の
鐘
触
れ
に
け
り 

 
 

飯
田
眞
理
子 

 

画
眉
鳥
を
木
の
枝
に
か
け
秋
惜
し
む 

 
 

中
島
八
起 

 

三
蘇
祠
に
樹
下
麻
雀
の
秋
日
和 

 
 
 
 

坪
井
研
治 

 

金
木
犀
古
井
戸
の
ぞ
く
と
き
香
る 

 
 
 

真
木
朝
実 

 

大
甕
に
桂
花
散
り
浮
き
秋
日
濃
し 

 
 
 

島
谷
高
水 

 

秋
麗
画
眉
鳥
こ
ゑ
を
競
ひ
た
る 

 
 
 
 

武
井
ま
ゆ
み 
  
 

田
園
風
景 

 

稲
刈
り
し
田
に
家
鴨
飼
ふ
東
坡
の
地 

 

棚
山
波
朗 

 

稲
移
す
天
秤
担
ぎ
日
暮
れ
ま
で 

 
 
 

蟇
目
良
雨 

 

藁
塚
の
屋
根
よ
り
高
き
蜀
の
国 

 
 
 

武
田
禅
次 

 

籾
を
焼
く
煙
を
ち
こ
ち
蜀
の
国 

 
 
 

中
島
八
起 

 

夕
食 

「
成
都
小
吃
城
」 

           

 

三
蘇
祠
の
裏
は
市
民
公
園
な
っ
て
い
る
。 

鳥
の
鳴
き
合
せ
や
麻
雀
、
将
棋
カ
ル
タ
に 

余
念
が
無
い
。
老
人
天
国
万
歳
。 

 
蘇軾（蘇東坡）の像の前で。 

 
小吃（ファーストフード）城では料理の小

皿を次から次へ重ねてゆく。待った無しに

置いてゆく。この庶民性が良い。 
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川 

劇 

（
せ
ん
げ
き
） 

                     

 
川劇（せんげき）の華やかな舞台。時代劇。二胡。影絵。コント。変面。 
人形による変面。スピーカーの音量が大きすぎた嫌いはある。 

 

ま
ゆ
み
の
独
り
言 

今
日
は
だ
い
ぶ
歩
い
た
の
で
疲
れ
ま
し
た
。
こ
の
町
の
名
物
「
小
吃
」
を
楽
し
ん

で
か
ら
川
劇
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
夕
食
は
軽
め
（
と
い
っ
て
も
二
八
種
類
）
の
小
皿
料
理
、「
成
都
小
吃
城
」

と
い
う
お
店
で
い
た
だ
く
。 

そ
の
あ
と
い
よ
い
よ
川
劇
を
観
に
。
雰
囲
気
の
あ
る
小
屋
掛
け
の
よ
う
な
雰
囲

気
の
あ
る
舞
台
の
一
番
前
に
席
を
と
っ
て
も
ら
い
、「
幕
前
の
落
花
生
」
を
つ
ま

み
お
茶
を
頂
き
な
が
ら
待
ち
ま
す
。 

若
い
女
性
が
口
先
の
長
い
チ
ベ
ッ
ト
風
の
急
須
で
湯
を
足
し
て
く
れ
ま
す
。 

さ
て
、
蜀
の
音
楽
の
演
奏
が
始
ま
り
、
続
い
て
「
布
ま
わ
し
」
の
人
形
芸
、
い

よ
い
よ
ハ
イ
ラ
イ
ト
「
変
臉
」（
顔
を
変
え
る
と
い
う
意
味
）
と
「
火
を
吐
く
男
」。 

目
を
皿
に
し
て
観
察
し
て
お
り
ま
す
が
「
変
臉
」（
ビ
エ
ン
レ
ン
と
言
う
）
の
か

ら
く
り
は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
後
の
「
手
影
絵
」
で
は
、
鳥
や
馬
、
兎
な
ど
が
次
々
と
び
だ
し
て
手
ひ
と

つ
で
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
の
表
情
が
現
わ
れ
会
場
か
ら
は
た
め
息
が
。 

最
後
に
恐
妻
家
の
コ
ミ
カ
ル
な
劇
（
こ
の
恐
妻
家
は
う
た
れ
づ
よ
い
と
こ
ろ
か

ら
ゴ
ム
ひ
も
を
表
す
「
皮
筋
児
」
と
呼
ば
れ
る
そ
う
で
す
）
が
催
さ
れ
、
幕
引
き

と
な
り
ま
し
た
。 
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転燈という「お仕置き」のコミック。 
麻雀で遅くなった夫の頭に妻が蝋燭 
の火が点いた皿を載せて懲らしめて 
いる。○T  

 
変面の一こま。動きが早くて撮影は 
難しい。 

 
十数枚の面を変えて素顔を見せた後に再び面を被る。 
この技はどう考えても不知道。万雷の拍手の一瞬。○T  

 
人形使い。指が動きハンカチを握った 
り極めつけは変面を行う。侘び寂びは 
無いが、日本の人形浄瑠璃より技術は 
上。恐るべし中国の芸能。○T  

 
手影絵。 手指で作った鳩と接吻する場面。 

18歳の少年。○T  
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川
劇
の
舞
台
の
袖
に
虫
鳴
け
り 

 

棚
山
波
朗 

 

変
面
の
つ
ぎ
つ
ぎ
蜀
の
夜
長
か
な 

蟇
目
良
雨 

 

川
劇
の
果
て
て
成
都
は
虫
の
闇 

 

柚
口 

満 
 

秋
燈
や
蜀
の
人
形
し
な
作
る 

 
 

武
田
禅
次 

 

秋
燈
や
蜀
の
錦
の
色
極
む 

 
 
 

飯
田
眞
理
子 

 

川
劇
に
影
絵
の
う
さ
ぎ
秋
夜
長 

 

坪
井
研
治 

 

蜀
の
秋
操
り
人
形
火
を
吐
け
る 

 

島
谷
高
水 

 

手
影
絵
の
野
兎
月
に
跳
び
立
て
り 

武
井
ま
ゆ
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
日
の
歩
数 

九
五
五
〇
歩 

十
月
十
一
日
（
月
） 

望
江
楼
公
園 

 
  

 
                   

 

川
劇
演
舞
場
。
背
中
を
見
せ
た 

男
は
按
摩
を
す
る
。
○

T 

 

茶
碗
に
お
湯
を
注
ぐ
女
性
。こ
れ
も
妙
技
。○

T 

 
望江楼公園内 雨上がりの竹林に和む。秋の筍も出ている。 
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望
江
楼
公
園
内
の
茶
館
の
一
室
で
句
会
。 

   ま
ゆ
み
の
独
り
言 

十
一
日
（
月
）、
晴
れ
。
望
江
楼
公
園
、
寛
巷
子
・
窄
巷
子
、
市
場
。 

 

ま
ず
、「
望
江
楼
公
園
」
へ
。
こ
こ
に
は
唐
代
の
女
流
詩
人
、
薛
濤
（
せ
っ
と
う
）

が
紙
を
漉
い
た
と
い
う
井
戸
が
あ
り
、
ま
た
一
五
〇
種
類
以
上
の
竹
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
竹
の
公
園
と
し
て
も
有
名
。 

薛
濤
、
字
は
洪
度
。
長
安
出
身
、
四
川
で
零
落
し
て
妓
女
と
な
り
（
他
説
あ
り
）、

後
に
引
退
し
て
浣
花
渓
に
住
み
、
白
楽
天
や
杜
牧
ら
と
詩
を
交
換
し
た
と
の
こ
と
で

す
。 園

内
の
重
要
な
建
物
が
、
川
辺
に
た
つ
「
崇
麗
閣
（
通
称
が
望
江
楼
）」
で
、
下

二
層
が
四
角
、
上
二
層
が
八
角
の
作
り
。
近
く
を
流
れ
る
「
府
南
河
」（
都
江
堰
の

内
江
か
ら
成
都
に
流
れ
て
い
る
）
沿
い
の
柳
の
木
に
雀
な
ど
の
鳥
が
集
っ
て
お
り
ま

し
た
。 

園
内
で
は
市
民
が
気
功
や
太
刀
を
持
っ
た
運
動
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

竹
の
皮
を
つ
け
た
ま
ま
ぐ
ん
ぐ
ん
生
長
し
て
い
る
竹
も
あ
り
、
ま
た
筍
が
た
く
さ

ん
顔
を
だ
し
て
い
ま
し
た
。 

薛
濤
像
の
と
こ
ろ
に
来
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
鶺
鴒
が
羽
を
や
す
め
て
い
る
の
に
出

逢
い
ま
し
た
。
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
竹
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、「
唐
女
校
書

薛
洪
度
墓
」
と
書
か
れ
た
丸
い
山
状
の
お
墓
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

邵
さ
ん
が
お
茶
を
頂
け
る
場
所
を
手
配
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

入
口
で
求
め
た
焼
き
栗
を
頂
き
な
が
ら
、
昨
夜
の
「
川
劇
」
二
句
で

句
会
が
始
ま
り
ま
す
。 

今
回
は
邵
さ
ん
の
投
句
も
あ
り
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
滑
稽
劇
を
詠

ん
だ
も
の
で
す
。
劭
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
例
の
コ
ミ
カ
ル
な
出
し
物
は
「
転

灯
」
と
い
い
、
恐
妻
家
の
男
が
頭
に
灯
を
つ
け
た
皿
を
の
せ
た
ま
ま
台

の
下
を
く
ぐ
っ
た
り
す
る
罰
を
受
け
る
劇
で
、
そ
れ
を
句
に
さ
れ
ま
し

た
。 

｢

転
灯
を
罰
と
し
て
麻
雀
を
す
る
恐
妻
家
」（
邵
全
麗
作
） 

五
・
七
・
五
の
俳
句
の
リ
ズ
ム
と
若
干
異
な
る
た
め
、
先
生
方
が
次
の

よ
う
に
直
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
良
雨
先
生
。｢

転
灯
の

夫
（
つ
ま
）
立
っ
て
い
る
虫
の

闇｣

。 

続
い
て
、
波
朗
先
生
。「
転
灯
の

夫
に
笑
ひ
や
夜
長
劇
」。 

さ
す
が
先
生
方
、
季
語
を
み

ご
と
に
読
み
込
み
味
わ
い
深
い

句
と
な
り
ま
し
た
。 
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陳
麻
婆
豆
腐
店 

 

 
薛濤のふくよかな顔。 

 

唐
の
女
流
詩
人
・
薛
濤 

 

崇
麗
閣
（
通
称
が
望
江
楼
）
錦
江
に
面
し
て
い
る
。 

 

唐
女
校
書
薛
洪
度
墓 

 

薛
濤
箋 

 
 
 

ま
ゆ
み
の
独
り
言 

さ
て
バ
ス
に
乗
り
、
こ
こ
で
「
薛
濤
箋
」
を
買
い
忘
れ
た
こ
と
に
気

づ
き
あ
わ
て
て
求
め
に
戻
り
ま
す
。 

赤
い
紙
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
指
に
や
さ
し
い
」
手
触
り

の
中
国
画
の
描
か
れ
た
も
の
で
し
た
。 

近
く
の
小
学
校
で
は
ラ
ジ
オ
体
操
の
最
中
。 

途
中
バ
ス
の
中
か
ら
「
水
井
坊
」
と
い
う
酒
屋
さ
ん
を
禅
次
氏
が
紹

介
。
四
〇
〇
年
の
歴
史
を
誇
る
酒
屋
で
、
日
本
円
で1

万
円
を
超
え
る

と
の
こ
と
で
す
の
で
、
高
級
酒
店
で
す
。 
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鶏公車に乗る棚山波朗  

清代に満族の貴族が住んだ街 

 
 

 

ま
ゆ
み
の
独
り
言 

そ
の
後
、「
寛
巷
子
・
窄
巷
子
（
広
い
路
地
・
狭
い
路
地
）」
へ
。 

こ
の
あ
た
り
は
清
代
に
満
族
の
貴
族
が
住
ん
だ
街
で
、
門
の
と
こ
ろ
に
龍
の
彫
り
物
が
あ
る
な
ど
、
ど
こ

か
北
京
・
胡
同
の
面
影
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
取
り
壊
さ
れ
て
道
が
拡
張
す
る
そ
う
で
、
壊
れ
ゆ
く
街
を
惜

し
み
、
取
り
壊
し
や
「
立
ち
退
き
に
抗
ふ
」
詩
人
た
ち
の
つ
づ
っ
た
詩
の
紙
切
れ
が
壁
に
何
枚
も
貼
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

（「
泥
土
、
私
の
存
在
の
証
。
苦
し
い
と
き
、
い
つ
も
貴
方
を
思
い
出
す
」、
と
泥
土
を
恋
人
に
た
と
え
た

「
恋
人
に
」
と
題
さ
れ
た
詩
も
あ
り
ま
し
た
。）
近
く
に
「
鶏
公
車
」
が
お
い
て
あ
り
、
こ
こ
で
こ
の
場
所
を

偲
ん
で
写
真
を
と
っ
た
り
、
記
念
帳
が
お
い
て
あ
り
思
い
を
自
由
に
つ
づ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
良
雨
先
生

が
句
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
途
中
、
民
家
の
庭
を
見
せ
て
頂
き
、
お
し
ろ
い
ば
な
の
咲
く
庭
で
お
ば
あ
さ
ん
が

四
川
な
ま
り
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
青
磚
」
の
門
に
は
「
蔦
も
み
じ
」
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
た
り
し

て
。
道
端
に
は
羽
の
抜
け
た
チ
ャ
ボ
を
足
元
に
置
き
低
い
椅
子
に
腰
を
か
け
て
い
る
女
性
が
い
て
、
良
雨
先

生
が
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
恥
ず
か
し
そ
う
に
う
れ
し
そ
う
に
下
を
向
い
て
髪
を
梳
い
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
蜀
人
の
胃
袋
を
満
た
す
市
場
へ
行
き
ま
し
た
。
ト
マ
ト
、
な
す
、
芋
、
青
菜
な
ど
の
野
菜
、
茸
、

豆
腐
、
肉
、
な
ま
ず
、
魚
な
ど
あ
ら
ゆ
る
食
材
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
禅
次
氏
が
成
都
に
着
い
た
と
き

か
ら
何
度
も
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
ま
さ
に
「
食
は
（
広
州
な
ら
ぬ
）
蜀
に
在
り
」
で
す
。 

さ
て
、
私
た
ち
も
い
よ
い
よ
最
後
の
蜀
の
飯
、「
陳
麻
婆
豆
腐
」
の
店
で
、「
麻
婆
豆
腐
」
は
も
ち
ろ
ん
、

四
川
風
味
の
辛
味
の
利
い
た
食
事
を
頂
き
ま
し
た
。
お
店
で
は
「
麻
婆
豆
腐
の
素
」
が
売
ら
れ
て
お
り
皆
さ

ん
お
み
や
げ
に
。
店
先
を
担
担
麺
売
り
が
通
り
ま
す
。
な
つ
か
し
い
成
都
、
そ
し
て
三
日
間
お
付
き
合
い
頂

い
た
劭
さ
ん
に
別
れ
を
告
げ
ま
す
。
な
ん
と
、
時
間
を
フ
ル
に
利
用
す
る
た
め
、
飛
行
機
の
中
で
句
会
を
す

る
と
の
こ
と
。
邵
さ
ん
も
上
海
ま
で
同
行
し
て
選
句
に
加
わ
り
た
い
御
様
子
で
し
た
。
将
来
は
成
都
支
部
を

作
り
、
ぜ
ひ
蜀
の
地
で
俳
句
を
広
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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成
都
空
港
発
午
後
三
時
二
十
分M

U

５
４
２
６ 

 

上
海
紅
虹
空
港
午
後
五
時
四
十
分
着 

 

夕
食 

王
宝
和 

 

宿
泊 

上
海
南
新
雅
酒
店
（RAM

ADA PLAZA

） 
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
日
の
歩
数
五
五
〇
〇
歩 

 

成
都
か
ら
上
海
へ
の
機
中
句
会 

  

行
く
秋
の
時
を
豊
か
に
太
極
拳 

 
 
 

棚
山
波
朗 

 

麻
婆
は
蜀
の
自
慢
や
新
豆
腐 

 
 
 
 

蟇
目
良
雨 
 

朝
露
の
羊
歯
に
宿
し
て
薛
濤
陵 

 
 
 

柚
口 

満 

 

秋
の
水
堰
へ
ゆ
た
か
に
芙
蓉
城 

 
 
 

武
田
禅
次 

 

 

麺
売
り
の
天
秤
き
し
む
紅
芙
蓉 

 
 
 

武
田
孝
子 

 

取
り
壊
し
進
む
長
屋
の
蔦
紅
葉 

 
 
 

中
島
八
起 

 

深
秋
や
指
に
や
さ
し
き
薛
濤
紙 

 
 
 

飯
田
眞
理
子 

 

蜀
の
秋
朝
逍
遥
の
竹
小
径 

 
 
 
 
 

坪
井
研
治 

 

梅
雨
し
と
ど
お
と
が
ひ
引
き
し
詩
人
像 

真
木
朝
実 

 

銀
杏
を
割
る
と
剥
く
と
を
手
分
け
し
て 

島
谷
高
水 

 

小
山
な
す
唐
女
の
墓
や
草
の
花 

 
 
 

武
井
ま
ゆ
み 

          

 
上海南新雅酒店 

（RAMADA PLAZA） 

 

 
 
 

ま
ゆ
み
の
独
り
言 

上
海
到
着
。
バ
ス
の
迎
え
が
あ
り
、
街
中
ま
で
一
時
間
強
。「
上
海
南
新

雅
酒
店
」
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
す
ま
せ
、
徒
歩
で
上
海
蟹
の
お
店
「
王
宝

和
」
へ
。
ど
う
も
本
店
に
来
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
別
の
棟
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
蟹
の
卵
の
料
理
や
、
蒸
し
物
、
ス
ー
プ
な
ど
次
々
に

お
料
理
が
運
ば
れ
、
つ
い
に
上
海
蟹
が
。
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
静
か
に
な
り

ま
す
。 

さ
て
、
満
腹
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
満
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ
」
と
い
う
お
声

が
上
が
り
、「
名
乗
り
」
の
物
ま
ね
の
余
興
が
始
ま
り
ま
す
。
存
じ
上
げ
な

い
方
の
物
ま
ね
で
も
大
う
け
で
、
特
に
孝
子
さ
ん
の
「
名
乗
り
」
は
印
象

的
で
し
た
。
満
先
生
の
意
外
な
面
を
発
見
。 

食
事
の
後
、
外
灘
（
バ
ン
ド
）
ま
で
散
歩
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と

で
夜
の
街
に
繰
り
出
し
ま
す
。
東
方
明
珠
の
あ
る
新
し
い
浦
東
地
区
と
、

和
平
飯
店
な
ど
の
立
ち
並
ぶ
旧
租
界
地
区
と
、
そ
し
て
そ
の
間
の
黄
浦
江

に
は
電
飾
の
観
光
船
が
行
き
来
し
ま
す
。
道
に
迷
い
な
が
ら
ホ
テ
ル
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。 
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王宝和で上海蟹を食べる。 

          上海 東方明珠電視塔 

 
外灘を背景に全員集合。 
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十
月
十
二
日
（
火
） 

                      

  
外白渡橋を渡ると旧日本租界。旧日本大使館はロシア 
領事館になっている。かつてこの橋は渡り賃を取っていた 
が外国人のみは白（無料）という意味で名づけられた。 

   

  
 

ま
ゆ
み
の
独
り
言 

十
二
日
（
火
）。 

朝
六
時
半
集
合
、
有
志
で
再
度
朝
の
バ
ン
ド
へ
、
タ
ク
シ
ー
で
ガ
ー

デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
袂
に
着
け
て
も
ら
い
ま
す
。
自
転
車
で
来
た
野
菜
売

り
が
店
を
広
げ
ま
す
。
ロ
シ
ア
領
事
館
の
玄
関
を
見
て
、
バ
ン
ド
へ
。

朝
七
時
の
鐘
が
な
り
ま
す
。
夕
べ
も
や
は
り
十
時
に
鐘
が
な
り
ま
し

た
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
「
東
方
紅
」
で
す
。
バ
ン
ド
で
は
太
極
拳
な
ど
運

動
を
す
る
市
民
も
多
く
、
ま
た
凧
が
い
く
つ
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
ホ

テ
ル
を
九
時
半
に
出
発
。
い
よ
い
よ
上
海
と
も
お
別
れ
。
再
び
「
機
上

句
会
」
が
静
か
に
行
わ
れ
、
毎
日
が
濃
密
だ
っ
た
成
都
吟
行
の
旅
も
い

よ
い
よ
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。
成
田
へ
安
着
。
こ
れ
ま
で
記
憶
の

限
り
を
尽
く
し
て
綴
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
書
き
残
し
た
部
分
も
た

く
さ
ん
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
寛
容
の
ほ
ど
を
。 

 

最
後
に
、
終
始
も
の
静
か
に
一
人
一
人
に
心
を
配
し
て
下
さ
っ
た
棚

山
先
生
、
未
熟
者
の
私
の
身
近
で
俳
句
へ
の
情
熱
と
継
続
は
力
な
り
の

凄
み
を
教
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
方
、
そ
し
て
何
か
ら
何
ま
で
行
き
届
い

た
質
の
高
い
ご
手
配
を
し
て
下
さ
っ
た
武
田
ご
夫
妻
、
み
な
さ
ま
一
人

一
人
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、
筆
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 
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上
海
浦
東
空
港
発
午
後
十
二
時
二
十
分
発M

U

５
２
１ 

成
田
空
港
午
後
四
時
着 

  

上
海
か
ら
成
田
へ
の
機
上
句
会
か
ら 

  

蟹
喰
ふ
て
街
へ
く
り
だ
す
夜
長
か
な 

 
 

棚
山
波
朗 

 
 

旧
租
界
橋
の
た
も
と
の
茸
売 

 
 
 
 
 

蟇
目
良
雨 

秋
思
か
な
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
渡
る
と
き 

武
田
禅
次 
 

 

百
年
の
跳
ね
橋
に
触
れ
秋
惜
し
む 

 
 
 

飯
田
眞
理
子 

 

花
終
え
て
な
ほ
木
犀
の
匂
ひ
く
る 

 
 
 

島
谷
高
水 

  

東
京
は
台
風
二
十
二
号
の
影
響
で
雨
の
降
り
し
き
る
夜
で
あ
っ
た
。 

 

成
都
に
は
私
た
ち
が
廻
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
沢
山
あ
る
。 

三
星
堆
遺
跡
、
九
寨
溝
、
峨
眉
山
な
ど
数
知
れ
な
い
。
ま
た
機
会
が

あ
っ
た
ら
成
都
を
訪
れ
て
み
た
い
も
の
で
す
。 

  

（
文
章
と
写
真
は
蟇
目
良
雨
。
写
真
の
内
○

T

印
つ
き
は
坪
井
研
治
。
○Ｉ
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
借
用
。
囲
み
の
文
章
「
ま
ゆ
み
の
独
り
言
」
は

武
井
ま
ゆ
み
。） 

晩
秋
成
都
自
選
六
句 

 

棚
山 

波
朗 

吟 
 

秋

深

し

墨

絵

の

山

の

幾

重

に

も 

龍

淵

に

潜

み

渦

巻

く

都

江

堰 

秋

声

に

蜀

の

石

佛

耳

傾

ぐ 

大

い

な

る

佛

の

耳

に

穂

草

か

な 

転

灯

の

夫

の

禿

頭

夜

長

劇 

敗

荷

の

影

に

遅

れ

て

ゆ

ら

ぎ

け

り 
 

 
 
 
 

 
   
 
 

蟇
目 

良
雨 

吟 
 

巴

山

夜

雨

杜

甫

草

堂

に

残

る

虫 
 

 
く

れ

な

ゐ

の

薛

濤

箋

や

竹

の

春 
こ

の

父

に

し

て

こ

の

子

あ

り

水

の

秋 
飴

売

り

の

鉦

の

音

い

そ

ぐ

秋

の

暮 

変

面

の

た

び

に

見

得

切

り

秋

深

む 

上

海

蟹

の

頃

の

租

界

の

灯

の

ま

ぶ

し 
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柚
口 

満 

吟 
 

杜

甫

の

詩

に

蘇

軾

の

筆

に

秋

の

こ

ゑ 

廃

れ

ゆ

く

成

都

小

路

の

蔦

紅

葉 

杜

甫

の

詩

を

唱

和

す

る

庭

色

鳥

来 

天

高

し

交

じ

り

て

荒

ぶ

三

大

河 

竹

春

の

園

に

真

白

き

薛

濤

像 

合

流

の

大

河

に

消

ゆ

る

秋

の

蝶 
  
 
 

武
田 

禅
次 

吟 
 

せ

め

ぎ

合

ふ

渦

に

萩

散

る

都

江

堰 

傷

つ

き

て

な

ほ

石

佛

へ

秋

の

蝶 

弩

の

放

つ

錆

の

光

や

秋

深

む 

秋

の

色

深

ぶ

か

と

あ

る

蜀

の

国 

竹

林

の

杜

甫

の

石

像

秋

ま

と

ふ 

秋

う

ら

ら

担

々

麺

売

る

振

り

荷

籠 
  
 
 

武
田 

孝
子 

吟 
 

岷

江

の

流

れ

に

遅

れ

霧

燕 

合

流

の

渦

の

曼

陀

羅

秋

の

蝶 

小

春

日

の

大

仏

蝶

へ

さ

さ

や

け

り 

鳴

る

こ

と

も

な

き

諸

葛

鼓

や

秋

の

声 

竹

林

や

剣

舞

音

な

く

露

こ

ぼ

す 

秋

芽

吹

く

是

父

是

子

の

榕

樹

か

な 
  
 
 

飯
田 

眞
理
子 

吟 
 

奔

流

に

動

じ

ぬ

堰

や

秋

燕 

杜

甫

の

詩

の

韻

の

ひ

び

き

や

秋

深

し 

札

遊

び

に

軋

む

竹

椅

子

秋

麗 

竹

の

風

つ

の

る

草

堂

暮

の

秋 

苑

内

の

小

橋

め

ぐ

り

て

秋

惜

し

む 

か

た

は

ら

の

画

眉

鳥

啼

け

り

竹

の

春 
  
 
 

中
島 

八
起 

吟 
 

魚

嘴

洗

ふ

濁

流

ゆ

た

か

秋

燕 

朝

霧

や

日

本

租

界

を

し

の

ぶ

ビ

ル 

身

に

入

む

や

浦

江

を

す

べ

る

達

磨

船 
温

め

酒

上

海

蟹

の

味

噌

ほ

じ

り 
立

ち

退

き

の

す

み

し

廃

屋

秋

簾 
沫

若

の

古

り

し

文

机

秋

暑

し 
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真
木 

朝
実 

吟 
 

行

く

秋

の

杜

甫

草

堂

に

花

茶

飲

む 

切

り

絵

め

く

ポ

ン

ポ

ン

船

や

秋

没

り

日 

取

り

壊

し

決

ま

る

市

街

や

紅

芙

蓉 

木

犀

の

香

に

入

り

香

に

出

づ

蜀

の

旅 

豊

作

の

成

都

平

原

靄

深

し 

肌

寒

や

渦

巻

き

激

し

古

代

堰 
  
 
 

島
谷 

高
水 

吟 
 

楽

山

佛

あ

ふ

ぎ

て

秋

の

河

の

う

へ 

秋

収

終

へ

て

川

劇

芝

居

の

夜 

川

霧

に

消

ゆ

る

山

腹

秦

堰

楼 

杜

甫

像

の

肌

温

も

れ

る

秋

日

か

な 

面

か

へ

る

た

び

大

歓

声

や

蜀

の

秋 

竹

の

皮

散

り

あ

る

朝

の

太

極

拳 
  
 
 

坪
井 

研
治 

吟 
 

川

霧

や

蜀

豊

穣

の

秋

の

声 

椋

鳥

が

榕

樹

古

木

を

賑

は

せ

り 

露

の

玉

し

き

り

に

垂

る

る

蜀

の

竹 

川

劇

に

夜

寒

を

忘

れ

夢

中

か

な 

白

字

な

る

杜

甫

木

刻

に

秋

日

さ

す 

秋

深

し

蜀

吟

行

の

果

て

る

な

き 
  
 
 

武
井 

ま
ゆ
み 

吟 
  
 
 
 
 

（
邵
全
麗
さ
ん
へ
） 

水

澄

む

や

蜀

の

娘

は

気

立

て

良

し 
 
 
 
 
 

霧

深

し

岷

江

守

る

二

王

廟 

さ

や

け

し

や

根

の

幹

と

化

す

蘇

洵

の

樹 

練

り

い

ろ

や

天

府

の

国

の

新

豆

腐 

旧

租

界

迷

ひ

し

道

や

地

虫

鳴

く 

秋

の

江

往

き

交

ふ

船

の

分

れ

か

な 
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